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商標について 
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(5) 運用した結果の影響については （ 4) 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 
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本書について 


本書では、コンポーネント管理ユーテイリテイ 「 ESMPRO / ServerManager 」 の ExpressUpdate 管理機 
能をコマンドラインインターフェースで実行する方法を説明しています。 

コマンドラインインターフェースをご使用になる前に本書をよくお読みになり、ユーテイリテイを 
正しくお使いになるようお願い申し上げます。 

■ ご注意 

本書での内容は、対象 OS の機能や操作方法およびネットワークの機能や設定方法について十分に 
理解されている方を対象に説明しています。対象 OS に関する操作や不明点については、各 OS の 
オンライン ヘルプな どを参照してください。 

本書では、コンポーネント全般について、汎用的に説明しています。コンポーネントの製品別の注 
意事項や制限事項は、コンポーネントに添付されているユーザーズガイドまたは以下の URL を参 
照してください。 

http :// www . nec . co . ip / smsa / 


本書に掲載され ている 画面イメージ上に記載され ている 名称は、 すべて 架空のものです。実在す る 
品名、団体 名、 個人名とは一切関係ありません。 また、 画面イメージ上の設定値は例であり、 ip ア 
ドレスなどの設定値に ついての 動作保証を行うものではありません。 

■ 本書中の記号について 

本文中では次の3種類の記号を使用しています。それぞれの意味を示します。 

重要： ソフトウェアや装置を取り扱う上で守らなければならない事柄や特に注意すべき点を 

/ J 、 しま" 5 〇 

チェック： ソフトウェアや装置を取り扱う上で確認しておく必要がある点を示します。 

ヒント： 知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 

■ 本書中の書体に ついて 

本文中で使用している イタリック体 はコマンドのオプシヨンを示します。 


■ ESMPRO / ServerManager のその他の説明について 

本書に記載されていない、 ESMPRO / ServerManager のその他の説明については、以下の文書を参照 
してください。 


ESMPRO/ServerManager Ver .5 インストレーシヨン ガイド 
ESMPRO/ServerManager Ver .5 セツトアツプガイド 
ESMPRO/ServerManager Ver .5 コマンドラインインターフェース 
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第 1 章_コマンドラインインターフェースについて_ 

1.1 概要 

この文章は、 ESMPRO / ServerManager の ExpressUpdate 機能の コマンド ラインインターフェースに 
ついて説明しています。 ExpressUpdate 機能の コマン ドラインは、全て esmcli コマン ドから実行しま 
す0 


重要： 

• esmcli コマンドでは管理対象装置を管理 PC へ登録する事は出来ません。装置の登 
録には ESMPRO / SM の Web インターフェースをご利用下さい。 

• CLI を使用する場合は、グループ名に以下の文字は利用できません。 
"’¥<>&“（）△" 

• ExpressUpdate 機能を使用するためには 「 ExpressUpdate Agent 経由のアツプデート」 
もしくは「マネージメントコントローラ経由のアップデート」を有効にして装置を 
登録する必要があります。 


1.2 動作環境 

esmcli コマンドは ESMPRO/ServerManager Ver . 5.4 以上が動作している装置（管理 PC と呼びます） 
上でのみ実行可能です。 

ESMPRO / ServerManager コマンドラインインターフェースを実行するためには、 OS の管理者権 
限が必要です。 

Windows の場合 ： Administrator 撞限 
Linux の場合： root 権限 


テ ェック： 

• Windows Vista / Windows 7/ Windows Server 2008/ Windows Server 2008 R 2 では、コマ 

ンドラインイン ターフェース 実行ファイル ( esmcli . exe ) を含む デイ レクトリのアク 
セス許可を取得する必要があります。ディレクトリのアクセス許可を取得すると、 
標準ユーザも CLI を実行可能になります。 


ヒント： 

• ESMPRO/ServerManager の動作環境については 「 ESMPRO/ServerManager Ver .5 イン 

ストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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1.3 環境構築例 

管理 PC とクライアント PC が異なる場合はクライアント PC 上のリモートデスクトップ. 
Telnet/SSH クライアント等で、 ESMPRO/ServerManager がインストールされている管理 PC の OS に 
ログインしてください。 

例 

Windows OS の管理 PC の CLI を利用する場合 



RDP 


管理 PC 


ESMPRO/SM Ver 5 



TCP/IP 


管理対象装置 

TCP/IP 

j 

i 




例 

Linux OS の管理 PC の CLI を利用する場合 
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1.4 実行方法 

本文章で説明している操作は、全て esmcli コマンドから実行します。 esmcli は ESMPRO / SM をイ 
ンストールした際に以下の場所に作成されます。 

■ Windows の場合 

C:¥Program Files (インストール時に指定したフォルダ) ¥ ESMPRO ¥ ESMMNG¥bin 

Windows の場合、インストール時にシステム環境変数の" PATH " へ上記のパスが追加されます。 

■ Linux の場合 
/ opt / nec / es _ manager/bin 

Linux の場合、インストール時に / usr / bin に esmcli のシンボリックリンクが生成されます。 

esmcli の実行モードには対話型の「シェルモード」と、非対話型の「ワンライナーモード」の2 
種類があります。 


1.4.1 シェルモード 

シェル モードを使用すると esmcli 独自の シェル 機能により CLI コマン ドを対話的に実行すること 
ができます。 

1 .4.1.1 起動 

OS のコマンドラインから esmcli コマンドを起動し、続けて ESMPRO / ServerManager の ユーザ 名及び 
パ スワー ドを入力してログインすることで、シェル モー ドによる CLI コマンドの実行が可能になり 
ます。実行する CLI コマンドについては「1.5基本コマンド」を参照してください。 


esmcli [Option / 


esmcli 

ESMPRO / ServerManager コマンドラインインターフェースのコマンドで 
あることを示します。 

Option 

オプションを入力します。オプションには以下のものが指定可能です。 

-h 1 -help 

esmcli コマンドのコマンド構文を表示します。 

このオプションが指定された場合、シェルモードは起動しません。 

-u 1 -user <user name 〉 

ESMPRO / ServerManager のユーザ名を指定します。 

ログイン時のユーザ名の入力が省略されます。 

-d 1 -pswd <password> 

指定したユーザに対応したパスワードを指定します。 

ログイン時のパスワードの入力が省略されます。 


ヒント： 

• - p オプションで指定するパスワードには「1.4.3パスワードの暗号化」で暗号化した 

パスワードを指定することもできます。 


例 

ユーザ名とパスワードの指定を省略した場合は以下のように表示されるメッセージに従ってユー 
ザ 名とパスワードを入力してください。 _ 

> esmcli 

user : 

passwd : 
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例 

ユーザ名とパスワードをオプションで指定する場合は以下のように入力します。 

> esmcli -u Administrator -p password 


例 

esmclipasswd コマンドを使用して暗号化したパスワードを指定する場合は以下のように入力します。 
esmclipasswd コマンドについては 1.4.3 節を参照してください。 

> esmcli -u Administrator -p { ENC } cl 0 f 239 c 9 f 7 d 203 fa 4424 bffb 06 b 6713 _ 


ログインに成功し、シェルモードが開始されると CLI コマンドの入カプロンブトが表示されます。 


ESMPRO/Server Manager Version 5 

Copyright ( C ) 2004 -2011 NEC Corporation . All Rights Reserved . 


1 A 1.2 終了 

シエルモードは以下のように exit コマンドを入力、または Ctrl + C を入力することで終了します。 


-> exit 
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1-4.1.3 キー操作一覧 

以下にシェルモード時に使用可能なキー操作の一覧を示します。 


表 1-1 キー操作一覧 


入カキー操作 

操作の説明 

Enter 

入力値を決定します。 

Backspace 

一つ前の文字を削除します。 

Tab 

入力値に対応するコマンド候補がある場合、入力値を補完します。 

<— 

カーソルを一つ前の文字へ移動します。 

—> 

カーソルを一つ次の文字へ移動します。 

T 

前の履歴を表示します。 

1 

次の履歴を表示します。 

Ctrl + B 

カーソルを一つ前の文字へ移動します。と同じ） 

Ctrl + F 

カーソルを一つ次の文字へ移動します。 （4 と同じ） 

Ctrl + A 

カーソルを入力文字列の先頭へ移動します。 

Ctrl + E 

カーソルを入力文字列の末尾へ移動します。 

Ctrl + G 

カーソルを一つ前の単語の先頭へ移動します。 

単語は文字の前にスペース.ハイフン.デイレクトリセパレ 
一夕（“广 or “¥”） があることで認識されます。 

Ctrl + P 

前の履歴を表示します。 （ T と同じ） 

Ctrl + N 

次の履歴を表示します。 （ i と同じ） 

Ctrl + I 

入力値に対応するコマンド候補がある場合、入力値を補完します。 
(Tab と同じ） 

Ctrl + V 

コピーした文字列を貼り付けます。 

(Windows 環境でのみ使用可能です。） 

Ctrl + J 

入力値を決定します。 (Enter と同じ） 

Ctrl + M 

入力値を決定します。 (Enter と同じ） 

Ctrl + H 

一つ前の文字を削除します。 (Backspace と同じ） 

Ctrl + L 

コンソールリフレッシュを実行します。 

(Linux 環境でのみ使用可能です。） 

Ctrl + K 

カーソルより後の文字をすべて削除します。 

Ctrl + U 

カーソルより前の文字をすべて削除します。 

Ctrl + W 

カーソルから一つ前のデイレクトリセパレータまでの文字をすべて 
削除します。 

Ctrl + D 

入力値がある場合、カーソルの位置の文字を削除します。 

入力値がない場合、シェルモードを終了します。 

Ctrl + C 

シェルモ 1 ー ドを終了します。 
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1.4.2 ワンライナーモード 

ワンライナーモードは esmcli のシェル機能を起動せずに、指定の CLI コマンドのみを実行します。 
コマンドラインから以下のように ESMPRO / ServerManager のユーザ名及びパスワードに続けて CLI 
コマンドを入力することで、ワンライナーモードで CLI コマンドが実行できます。実行する CLI コマ 
ンドについては「1.5基本コマンド」を参照してください。 


esmcli [ODtion 厂 {CLI コマンド 1 こ 


esmcli 

ESMPRO/ServerManager コマンドラインインターフェースのコマンドで 
あることを示します。 

Option 

オプションを入力します。オプションには以下のものが指定可能です。 

-h 1 -help 

esmcli コマンドのコマンド構文を表示します。 

このオプションが指定された場合、 CLI コマンドは実行しません。 

-u 1 -user <user name 〉 

ESMPRO/ServerManager のユーザ名を指定します。 

ログイン時のユーザ名の入力が省略されます。 

-d 1 -pswd < password > 

指定したユーザに対応したパスワードを指定します。 

ログイン時のパスワードの入力が省略されます。 

’ {CLI コマンド}， 

実行する CLI コマンドを'で囲んで指定します。 


ヒント： 

• - p オプションで指定するパスワードには「1.4.3パスワードの暗号化」で暗号化した 

パスワードを指定することもできます。 


例 

ワンライナーモードでは以下のように入力します 

esmcli -u Administrator -p password ’show /’_ 


例 

暗号化したパスワードを指定する場合は以下のように入力します。 

esmcli -u Administrator -v { ENC } cl 0 f 239 c 9 f 7 d 203 fa 4424 bifb 06 b 6713 ’show /’ 


1.4.2.1 ワンライナーモード実行時の注意事項 

(1) 特殊文字の入力 

CLI コマンド 中に ダブルコーテーシヨン ("） を 指定す る 場合は、 ダブルコーテーシヨンの 前 
に¥を設定してください。入力例を示します。 


esmcli -u Administrator -p password 'show / cmps/¥"server 01¥"/ map / expup ' 
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1.4.3 パスワードの暗号化 

パスワ^ー ドの暗号化には esmclipasswd コマン ドを使用します。 コマン ドライ ン から以下のように 
入力することで、パスワードの暗号化を行います。 


esmclipasswd [Option] く Password 〉 


esmclipasswd 

ESMPRO / ServerManager コマンドラインインターフェースのコマンドで 
あることを示します。 

Option 

オプションを入力します。オプションには以下のものが指定可能です。 

-h 1 -help 

esmclipasswd コマンドのコマンド構文を表示します。 

このオプションが指定された場合、暗号化は実行しません。 

く Password 〉 

暗号化するパスワードを入力します。 


例 

password を暗号化した場合の表示例を以下に示します。 
>esmclipasswd password 

」 ENC }c 1 0f239c9f7d203fa4424bffb06b6713 _ 


暗号化されたパスワードが画面に表示されます。 
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1.5 基本コマンド 

ここでは CLI で使用する基本コマンドを説明します。基本コマンドは DMTF(Distributed 
Management Task Force ) で提唱している、 SMASH 形式に基づいてコンポーネント管理を行います。 

各コマンドは指定されたターゲットに対して機能します。指定するターゲットについては「1.5.1 
ターゲット」を参照してください。 

各コマン Y 'のく options 〉 に -/ z 丨を指定した場合は、各コマンドのヘルプ(構文)が表示されます。 
また、以下の説明で、 [] で示されている引数は省略可能です。 


ヒント： 

• ログインした ユーザのユーザ 権限が Administrator の 場合、すべての基本コマンドが 
実行可能です。 

• ログインしたユーザのユーザ権限が Operator の場合、 help 、 cd 、 exit、show が実行 
可能です。その他のコマンドはユーザの実行権限の設定により実行可能となります。 
詳細は各操作の章を確認してください。 

• help 、 cd 、 exit 、 show は全てのターゲットでサポートされています。 


help 

構文 

help [< options >] [く target 〉] 

説明 ^ 

< target > の説明を表示します。 

< target > を省略した場合、カレントターゲットの説明を表示します。 
help コマンドは全てのターゲットでサポートされています。 


cd 


構文 

cd / く options 〉] [< target >] 

説明 ' 

カレントターゲットをく target 〉 に変更します。 

カレントターゲットを変更することでコマンドを短縮することが可能です。 
< target > を省略した場合、カレントターゲットを表示します。 
cd コマンドは全てのターゲットでサポートされています。 


exit 

構文 

exit [ < options > ] 

説明 

ログアウトしてシェルモードを終了します。 

exit コマンドは全てのターゲットでサポートされています。 


show 

構文 

show [< ovtions >] [< target>j 
説明 ' 

く target 〉 の情報を表示します。 

< target > を省略した場合、カレントターゲットの情報を表示します。 
show コマンドは全てのターゲットでサポートされています。 
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create 

構文 

create [< options >] < target > 
説明 し 

< target > を作成します。 


delete 

構文 

delete [< options >] [< target >] 

説明 ' 

く target 〉 を削除します。 

く target 〉 を省略した場合、カレントターゲットを削除します。 


load 

構文 

load [< options>j L く target 〉] 

説明 ^ 

< target > に対してデータをアップロー ドします。 

く target 〉 を省略した場合、カレントターゲットに対してデータをアップロードします。 


reset 

構文 

reset / < options >] [< target >] 

説明 し 

< target > をリセットします。 

< target > を省略した場合、カレントターゲットをリセットします。 


set 

構文 

set [< options >] [< target >] < propertvname >=< value 〉." 

説明 

< target > の一つまたは複数のプロパティを設定します。 

く target 〉 を省略した場合、カレントターゲットのプロパティを設定します。 


start 

構文 

start [< options >] [く target 〉] 

説明 ' 

< target > の操作を開始します。 

く target 〉 を省略した場合、カレントターゲットの操作を開始します。 


stop 

構文 

stop [ く options 〉] [< target >] 

説明 し 

く target 〉 の操作を停止します。 

く target 〉 を省略した場合、カレントターゲットの操作を停止します。 


14 



dump 

構文 

dump -destination <path> [<options>] [ く target〉] 

説明 ' ' 

<target> を指定の <path> に保存します。 

く target 〉 を省略した場合、カレントターゲットを指定の <path> に保存します。 


1 .5.1 夕ーゲット 

ここでは基本コマンドで指定されるターゲットについて説明します。 

ターゲットはファイルシステムのファイルへのパス名に似た表記で管理対象を表します。また、 
絶対(先頭に“/”を付けた指定)と相対、両方のパス指定が可能であり、“.”は現在のターゲットを 
示し、“..”は親のターゲットを示します。 

各基本コマンドで <target> を省略した場合はカレントターゲットに対して機能します。カレントタ 
ーゲットは cd コマンドで変更できます。 CLI 開始時 (ログイン 時)のカレントターゲットは“广 (root) 
です。 


1.5.2 基本オプション 

ここではコマンドの引数で指定するオプション基本オプションについて説明します。基本オプシ 
ョンの書式は SMASH の形式に基づいています。 


-h I -help 

説明 

コマン ドの説明と コマン ド構文を表示します。 

このオプションが指定された場合、コマンドは実行されません。 
すべての基本コマンドでサポートされています。 


-X I -examine 

説明 

コマンドの構文チェックを行います。 

このオプシヨンが指定された場合、コマンドは実行されません。 
すべての基本コマンドでサポートされています。 
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-d I -display <type> [ ，く type> ，…] 

説明 " 

show コマンドの結果で、指定した<吵〇を表示します。 
show コマンドでのみサポートされています。 

<哝〇には以下の項目が指定できます。く吵 e > を複数指定する場合、カンマ（，）で区切りま 
す。 

tar gets [=(<name>，•••)] 

対象を表示します。 

< name > を指定した場合、に一致する対象を表示します0 

を複数指定する場合、 （） で囲み、カンマ（，）で区切ります。 

properties[=(<name>， •••)】 

プロパティを表示します。 

を指定した場合、く wamo に一致するプロパティを表示します。 

<行顯〇を複数指定する場合、 （） で囲み、カンマ （，） で区切ります。 

verbs 

サポートコマンドを表示します。 

以下に入力例を示します。 

(1) 対象のみ表示 


show -d targets 


(2) 名前が’’ serverOl ” の 対象とサポートコ マン ドを表示 


show —d targets — serverOl,veros 


(3) 名前が’ ’ Name ” と’’ Status ” のプロパティとサポートコマンドを表示 


show —d vroverties = ( Name , Status ) y verbs 


1.5.3 固有オプション 

ここでは ESMPROSM 固有のオプションについて説明します。なお、コマンドとターゲットの組 
み合わせにより動作が異なるオプションについては次章以降で説明します。 

-exclude <arg>[,<arg>,...] 

説明 

グループに対して コマンドを 実行する場合の除外対象を指定します。 

cmp="(''<name>,<name>, <name>")" 

除外対象のコンポーネント名を指定します。 

< name > を複数指定する場合、 （） で囲み、カンマ （ ， ） で区切ります 0 

grp= "(''<name>,<name>, ...,<name>")" 

除外対象のグループ名を指定します。 

< n ame > を複数指定する場合、 （） で囲み、カンマ（，）で区切ります 0 

ufit= "(' <name>,<name>, <name>")" 

除外対象を UFiT で指定します。 

<膽狀>を複数指定する場合、 （） で囲み、カンマ（，）で区切ります 0 


ヒント： 

• UFiT は show コマンドの実行結果で確認可能です。 
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-outputfile <path> 

説明 

コマンドの実行結果を指定の<押決〉で指定されたファイルに出力します。 

指定のくパ決〉のファイルがない場合、ファイルを作成して出力します。 

指定のく押油〉のファイルがある場合、ファイルが esmcli の出カファイルではなかったとき、 
コマン ドは エラーと なります。 

すべての基本コマンドでサポートされています。 


1.6 実行例 

CLI コマンドを実行するたびに、以下の形式で結果が出力されます。 


-> < CLI コマンド、> 
< ステータス > 

実行結果 


ステータスには以下のものが表示されます。 


表 1-2 ステータスー覧 


ステータス 

説明 

COMMAND COMPLETED 

コマンドが成功した場合に表示されます。 
cd 、 exit 、 help 、 show コマンドの場合、表示が 
省略されます。 

COMMAND PROCESSING FAILED 

構文エラーによりコマンドの開始が失敗した 
場合に表示されます。 

COMMAND EXECUTION FAILED 

コマンドの結果が失敗した場合に表示されま 
す 0 
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1.7 全体の構成図 

esmcli のアドレス 空間全体の構成を以下に示します。 





〈module name 〉 


<groupset name 〉 


uninstalled 


grps 
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第 2 章コンポーネント管理 

2.1 コンポ_ネント情報取得 

2.1.1 コンポーネントー覧の確認 

ESMPRO / SM に登録されているコンポーネントの一覧は、以下のターゲットで確認できます。 

• /cmps 

このターゲットのプロパティは以下のとおりです。固有のコマンドはありません。 


表 2- lVcmps ’ のプロパティー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

I 説明 

Entrv し ount 

読み取り 

コンポーネントの登録件数です。 

Status 

読み取り 

コンポーネントの全体のステータスです。 

ExpUpStatus 

読み取り 

コンポ^ーネントの ExpressUpdate の全体のス 
テータスです。ステータスの詳細は後述の 
「表 4-2 ExpressUpdate ステータスー覧」を 
参照してください。 


例 

show コマンドを実行すると、コンポーネントの一覧を確認できます。この場合の表示例を以下に 
示します。 _ 

-> show 
ufip=/cmps 
ufit=cmps 
Targets : 
serverOl 
server 02 
Properties : 

EntryCount =2 件 
Status=NORMAL 

ExpUpStatus = LATEST_CONDITION 

Verbs : 

cd 

exit 

help 

show 


ヒント： 

• ターゲットを指定する場合は、 、 show / cmps 、 コマンドで情報を確認できます。 
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2.1.2 コンポーネント情報の確認 

コンポーネントの情報は、以下の夕ーゲットで確認できます。 

• / cmps/<Component Name 〉 

このターゲットのプロパティは以下のとおりです。固有のコマンドはありません。 


表 2-2 Vcmps/<Component Name 〉’ のプロパテイー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

説明 

Name 

読み取り 

コンポーネントの名前です。 

Status 

読み取り 

コンポーネントのステータスです。 

ExpUpStatus 

読み取り 

コンポ^ー ネントの ExpressUpdate のステ^ー タ 
スです。ステータスの詳細は後述の「表 4-2 
ExpressUpdate ステータスー覧」を参照して 
ください。 

Group 

読み取り 

コンポーネントが所属するグループ名で 
す 。 

IpAddress 

読み取り 

コンポーネントの IP アドレスです。 

Bmclp Address 

読み取り 

コンポーネントの BMC の IP アドレスです。 

Model 

読み取り 

コンポーネントのモデル名です。 

SerialNumber 

読み取り 

コンポーネントのシリアル番号です。 

Guid 

読み取り 

コンポーネントの GUID です。 

OsVersion 

読み取り 

コンポーネントの OS 情報です。 


例 

show コマンドを実行すると、コンポーネントの情報を確認できます。この場合の表示例を以下に 
示します。 

-> show / cmps/ServerOl 
ufip 二/ cmps / ServerO 1 
ufit = Server 01 
Targets : 
system 
map 

Properties : 

Name = Server 01 

Status=NORMAL 

ExpUpStatus = LATEST_CONDITION 
Group = UroupO 1 
IpAddress =192.168.14.18 
BmcIpAddress =192.168.14.19 
Model = Express 5800/5 IMa [ N 8000 -2001] 

SerialNumber = 1234567 

Guid = AAAAAAAA -0000- BBBB - 1111 -CCCCCCCCCCCC 
OsVersion=Microsoft Windows Vista Business Service Pack 2 
Verbs : 
cd 
exit 
help 
show 
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第 3 章グループ管理 

3.1 グループ 情報取得 

3.1.1 グループセットー覧の確認 

ESMPRO/SM のグループセットの一覧の情報は、以下のターゲットで確認できます。 

• /grps 

このターゲットのプロパティは以下のとおりです。固有のコマンドはありません。 


表 3-1'/ grps ' のプロパティー覧 


1 プロパティ 

アクセス許可 

I 説明 I 

EntryCount 

読み取り 

グループセツトの 登録件数です。 


例 

show コマンドを実行すると、 ESMPRO/SM のグループセツトの一覧を確認できます。この場合の 
表示例を以下に示します。 

-> show /grps 
ufip=/grps 
ufit=grps 
Targets : 
grpset 
chassisset 
Properties : 

EntryCount =2 件 
Verbs : 
cd 
exit 
help 
show 
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3.1.2 グループセット情報の確認 

ESMPRO/SM のグループセットの情報は、以下のターゲットで確認できます。 

• / grps/<GroupSet Name > 

このターゲットのプロパティは以下のとおりです。固有のコマンドはありません。 


表 3-2 '/ grps/<GroupSet Name 〉’ のプロパテイー覧 


1 プロパティ 

1 アクセス許可 

1説明 I 

Name 

読み取り 

グループセツト名です。 

RootGroup 

読み取り 

グループセツトの ルー トグループの名前で 
す。 


例 

show コマンドを実行すると、 ESMPRO/SM のグループセツトの情報を確認できます。この場合の 
表示例を以下に示します。 

-> show / grps/grpset 
ufip=/grps 
ufit=grps 
Targets : 
root 

Properties : 

Name=grpset 

RootGroup=root 

Verbs : 

cd 

exit 

help 

show 
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3.1.3 グループ情報の確認 

ESMPRO/SM のグループの情報は、以下のターゲットで確認できます。 

• / grps/<GroupSet Name 〉/ く Group Name > 

このターゲットのプロパティは以下のとおりです。固有のコマンドはありません。 


表 3-3 '/ grps/<GroupSet Name>/<Group Name 〉’ のプロパテイー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

説明 

Name 

読み取り 

グループ名です。 

Status 

読み取り 

グループの全体のステータスです。 

ExpUpStatus 

読み取り 

グループの ExpressUpdate の全体のステータ 
スです。 

GroupCount 

読み取り 

グループに所属するグループの件数です。 

ComponentCount 

読み取り 

グループに所属するコンポーネントの件数 
です。 

Comment 

読み取り 

グループのコメントです。 

Components 

読み取り 

グル'ープに所属するコンポ 1 ーネントの一覧 
です。 


例 

show コマンドを実行すると、 ESMPRO/SM のグループの情報を確認できます。この場合の表示例 
を以下に示します。 _ 

-> show / grps / grpset/root 
ufip =/ grps / grpset/root 
utit=root 
Targets : 
groupOl 
group 02 
expup 
Properties : 

Name=grpset 

Status=NORMAL 

ExpUpStatus = LATEST_CONDITION 
GroupCount =2 件 
ComponentCount =3 件 
Comment =- 
Components 二 serverO 1 
server 02 
server 03 

Verbs : 

cd 

exit 

help 

show 


グル'ープに対して show コマンドを実行する場合、 -display オプシヨンのく type > に grpall が指定可 
能です。 grpall を指定すると所属するグループをすべて階層で表示します。 

所属するグループをすべて階層で表示する場合は、以下のコマンドを実行します。 _ 

show -display targets，grpall 
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グループが以下の構成の場合の表示例を示します。 
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第 4 章 ExpressUpdate 管理 

4.1 ExpressUpdate 情報の確認 

4.1.1 ExpressUpdate 情報表示 
4.1.1.1コンポーネントを指定して実行 

特定のコンポ 1 ーネントの ExpressUpdate 情報を確認する場合は次の夕ーゲットに対して show コマ 
ンドを実行します。 

• /cmps/<Component Name>/map/expup 

このターゲットのプロパティと固有のコマンドは以下のとおりです。 


表 4-17cmps/<ComponentNamo/map/expup* のプロパティー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

説明 

ExpUpStatus 

読み取り 

ExpressUpdate ステータスを表示します。 
表示されるステータスは表 4-2 のとおりで 
す。 

NextUpdateDate 

読み取り 

リモートパッチ機能でアップデートのスケ 
ジュールが指定されている場合、直近のア 
ップデート予定時刻を表示します。 

RepositoryLocation 

読み取り 

ローカル/リモートの何れのリポジトリを 
使用しているかを表示します。 

UpaatePkgLatestDownloaded 

読み取り 

最後にリポジトリの更新を行った時刻を表 
示します。リポジトリの更新を一度も行っ 
ていない場合は’ None' が表示されます。 

Nex tDo wnloadD ate 

読み取り 

リポジトリ更新のスケジュールが指定され 
ている場合、直近の更新予定時刻を表示し 
ます。 
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表 4-2 ExpressUpdate スアータスー覧 


表示名 

説明 

NOT 一 LATEST 

「現在のバージョン」よりも新しいバージョンの更新パッ 
ケージがリポジトリに存在する状態です。 

UNDER 一 INSTALLATION 

更新パッケージを適用している状態です。 

併せて適用の進埗率も表示されます。 

UNDER 一 UNINSTALLING 

モジュールのアンインストールを行っている状態です。 

REBOOTING 

再起動が必要な更新パッケージを適用し、再起動を行って 
いる状態です。 

この状態での更新パッケージの適用はできません。 

REBOOT 一 REQUIRED 

適用後に再起動が必要な更新パッケージを適用した後で、 
再起動が未だ実行されていない状態です。 

この状態は再起動が行われるとクリアされます。 

この状態での更新パッケージの適用はできません。 

LATEST_CONDITION 

「現在のバージョン」がリポジトリ内の最新バージョンと 
同じか、より新しい状態です。 

INSTALLATION_FAILED 

前回の更新パッケージの適用に失敗している状態です。 

この状態は再起動が行われるとクリアされます。 

失敗した理由はアプリケーションログで確認することがで 
きます。アプリケーションログの確認については 5.1.1 節. 

5.1.2 節を参照してください。 

この状態での更新パッケージの適用はできません。 

ACCESS 一 FAILED 

ExpressUpdate Agent と通信できなレヽ状態です。 

UNKNOWN 

リポジトリに互換性の無い更新パッケージが存在するた 
め、モジュールの正確な情報が取得できない状態です。 

NO 一 PACKAGE 

該当するモジュールの更新パッケージがリポジトリに一っ 
も存在しない状態です。 

INSTALLABLE 

インストールが行える状態です。 


コマンド 


load 


表 4-3’/cmps/ く Component Name>/map/expup’ の固有コマンドー覧 


〈Component Name> のモジュールを全て最新にアップデートします。 
詳細は 4.2.1. 1 節を参照してください。 


stop 


〈Component Name 〉 に対して行われているアツプデートをキヤンセルします。 
詳細は 4.2.4. 1 節を参照してください。 
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例 

"show / cmps / く Component Name >/ map / expup 、 コマンドはく Component Name 〉 で指定されたコンポ^一 

不ントの ExpressUpdate 管理情幸 R を表示します。_ 

-> show / cmps/ServerO I / map/expup 
ufip =/ cmps / ServerO 1 / map/expup 
ufit=expup 
Targets : 
mods 

uninstalled 

Properties : 

Repository Location 二 LOCAL 
ExpUpStatus = NOT 一 LATEST 
UpdatePkgLatestDownloaded =2011/04/0101:00:00 
NextDownloadDate =2011/04/02 01:00:00 
Model = Express 5800 /l lOGe-S 

OsVersion=Microsoft Windows Vista Business Service Pack 2 x 64 
NextUpdateDate =2011/05/01 12:00 
Verbs : 
cd 
exit 
help 
show 
load 

— stop _ 


4.1.1.2 グループを指定して実行 

特定のグループに所属する全てのコンポーネントの ExpressUpdate 管理情報を確認する場合は次 
のターゲットに対して show コマンドを実行します。 

• / grps / grpset / く Group Name>/expup 

このターゲットのプロパティと固有のコマンドは以下のとおりです。 


表 4-4 ’/grps/grpset/ く Group Namo/expup* のプロパテイー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

説明 

ExpUpStatus 

読み取り 

ExpressUpdate ステ 1 ータスを表示します。 
表示されるステータスは前述の表 4-2 のと 
おりです。 

RepositoryLocation 

読み取り 

ローカル/ リ モー トの何れのリポジトリを 
使用しているかを表示します。 

UpdatePKgLatestDownloaded 

読み取り 

最後にリポジトリの更新を行った時刻を表 
示します。リポジトリの更新を一度も行っ 
ていない場合は’ None ' が表示されます。 

N extDo wnloadD ate 

読み取り 

リポジトリ更新のスケジュールが指定され 
ている場合、直近の更新予定時刻を表示し 
ます。 
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表 4-5 ,/grps/grpset/ く Group Name>/expup , の固有コマンドー覧 


load 


< Group Name >に所属するコンポー 
プデ^ー トします。 

詳細は 4.2. 1 .3 節を参照してください。 


ネント上のモジュールを全て最新にアツ 


stop 


< Group Name >に所属しているコンポ^ーネントに対して行われているアップ 
デートを全てキャンセルします。 

詳細は4.2.4.2節を参照してください。 


例 

、show / grps / grpset / く Group Name >/ expup 、 コマンドはく Group Name 〉 で指定されたグル^ープの 

ExpressUpdate 管理情幸 R を表示します。_ 

-> show / grps / grpset / root/expup 

unp =/ grps / grpset / root/expup 

ufit=expup 

largets : 

mods 

Properties : 

Repository Location 二 LOCAL 
ExpUpStatus = NOT 一 LATEST 
UpdatePkgLatestDownloaded =2011/04/0 101 :00:00 
NextDownloadDate =2011/04/02 01:00:00 
Verbs : 
cd 
exit 
help 
show 
load 

— stop _ 
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4.1.2 モジュールの一覧表示 
4.1.2.1 コンポーネントを指定して実行 

特定のコンポ 1 ーネントに対して ExpressUpdate で管理を行っているモジュ^ールの一覧は次の夕^一 
ゲットで確認できます。 

• / cmps/<Component Name >/ map / expup/mods 

このターゲットのプロパティは以下のとおりです。ターゲット固有のコマンドはありません。 


表 4-6 7cmps/<Component Namo/map/expup/mods* のプロパティー覧 


1 プロパティ 

アクセス許可 

I 説明 1 

EntryCount 

読み取り 

ExpressUpdate で管理を行っているソフトウ 
ェア.ファームウェアの数を表示します。 


例 

"show / cmps/<Component N ame >/ map / expup / mods v コマンド はく Component Name 〉 で指定された コン 
ポーネントで管理されているモジュールの一覧を表示します。 

-> show / cmps/S erverO I / map / expup/mods 

ufip =/ cmps / Server 01/ map / expup/mods 

ufit=mods 

Targets : 

"システム BIOS ” 

’’ BMC ファームウェア” 

"ExpressUpdate Agent " 

Properties : 

EntryCount =3 件 
Verbs : 
cd 
exit 
help 
show 


30 






4.1.2.2 グループを 指定して実行 

特定のグル'ープに所属するコンポ 1 ーネントに対して ExpressUpdate で管理を行っているモジュ'一 
ルの一覧は次のターゲットで確認できます。 

• /grps/grpset/ く Group N ame>/expup/mods 

このターゲットのプロパティは以下のとおりです。ターゲット固有のコマンドはありません。 


表 4-7 ’/grps/grpset/ く Group Name>/expup/mods’ のプロパテイー覧 


1 プロパティ 

アクセス許可 

| 説明 | 

EntryCount 

読み取り 

ExpressUpdate で管理を行っているソフトウ 
ェア.ファームウェアの数を表示します。 


例 

"show /grps/grpset/ く Group Name〉/ expup/mods 、 コマン ドは く Group Name 〉 で指定されたグループに 

所属するコンポーネントで管理されているモジュールの一覧を表示します。 _ 

-> show /grps/grpset/root/expup/mods 

ufip=/grps/grpset/root/expup/mods 

utit=mods 

Targets: 

"システム BIOS” 

’’BMC ファームウェア ” 

"ExpressUpdate Agent" 

Properties: 

EntryCount=3 件 
Verbs: 
cd 
exit 
help 
show 
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4.1.3 モジュール情報表示 

4.1.3.1 コンポーネントを指定して実行 

特定のコンポーネントで管理を行っている特定のモジュールの情報は次のターゲットで確認で 
きます。 

• / cmps/<Component N ame >/ map / expup / mods/<Module Name > 

このターゲットのプロパティと固有のコマンドは以下のとおりです。 


表 4-8 Vcmps/<Component Name>/map/expup/mods/ く Module Name>’ のプロパティー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

説明 

Module 

読み取り 

モジュ^ールの名称を表不します。 

ExpUpStatus 

読み取り 

モジュールの ExpressUpdate ステータスを表 
示します。 

表示されるステータスは前述の表 4-2 のと 
おりです。 

Version 

読み取り 

モジュールの現在のバージヨンを表示しま 
す。 

Severity 

読み取り 

アップデートが存在する場合、その重要度 
を表示します。重要度は " HIGH ", 
" MEDIUM ", " LOW ” の3段階で表示されま 
す。 

LatestApplyResult 

読み取り 

直近のモジュールのアップデート結果を表 
示します。 

アップデートが一度も行われていない場合 
はハイフン（- ) が表示されます。 


表 4-9 Vcmps/<ComponentName>/map/expup/moas/<ModuleName>’ の固_ コマントー % 


コマンド 説明 


load モジュールのアップデート.新規インストールを行います。 

アップデートの詳細は 4212 節、新規インストールの詳細は 4.2.2 節を参照して 

_ ください。 _ 

delete モジュールのアンインストールを行います。 

詳細は 4.2.3 節を参照してください。 
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例 

'show /cmps/<Component Name>/map/expup/mods/ く Module Name 〉、 コマンドはく Module Name 〉 で f 旨 
定されたモジュ 1 ールの ExpressUpdate 情報を表示します。 

-> show /cmps/ServerOl/map/expup/mods/ M ExpressUpdate Agent" 
ufip=/cmps/Server01/map/expup/mods/"Express Jpdate Agent" 
ufit= M ExpressUpdate Agent" 

Targets: 

uppkgs 

Properties: 

Module 二 ExpressUpdate Agent 
ExpUpStatus=NOT 一 LATEST 
Version=3.0 
Severity=HIGH 

Latest Apply Result=2011/04/0112:00:00 

~ 更新パッケージの適用が完了しました。 

(ExpressUpdate Agent:1.0 ->2.0) 

Verbs: 

cd 

exit 

help 

show 

load 

delete 


4.1.3.2 グループを指定して実行 

特定のグループに所属するコンポーネントで管理を行っている特定のモジュールの情報は次の 
ターゲットで確認できます。 

• /grps/grpset/ く Group N ame>/ expup/mods/<Module Name 〉 

このターゲットのプロパティと固有のコマンドは以下のとおりです。 


表 4-10 ’/grps/grpset/ く Group Name>/expup/mods/ く Module Name>’ のプロパテイー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

I 説明 

Module 

読み取り 

モジュ^ ー ルの名称を表不します。 

ExpUpStatus 

読み取り 

モジュールの ExpressUpdate ステータスを表 
示します。 

表示されるステータスは前述の表 4-2 のと 
おりです。 


表 4-li ’/grps/grpset/ く Group Name>/expup/mods/ く Module Name>’ の固有コマンドー覧 


コマンド 

説明 i 

load 

モジュールのアップデートを行います。 

詳細は 4.2. 1 .4 節を参照してください。 
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例 

"show / grps / grpset / く Group Name >/ expup / mods / く Module Name 〉、 コマンドはく Group Name 〉 で指定さ 
れたグループに所属するコンポーネント上の、く Module Name > で指定されたモジュールの 

ExpressUpdate t 青報を表示します。_ 

-> show / grps / grpset / root / expup / mods/"iixpressUpdate Agent " 
ufip =/ grps / grpset / root / expup / mods/"iixpressUpdate Agent " 
utit= M ExpressIjpaate Agent " 

Targets : 

Properties : 

Module 二 ExpressUpdate Agent 
ExpUpStatus = NOT 一 LATEST 
Verbs : 
cd 
exit 
help 
show 
load 
delete 
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4.2 モジュールのアップデート■インス I ル.アンインス I ル 
4.2.1 モジュールのアップデート 
4.2.1.1 コンポーネントを指定して実行 

コンポーネントを指定して、全てのモジュールを最新の状態にアップデートする場合は以下の夕 
ーゲットに対して load コマンドを実行します。ターゲットの説明は 4.1.1.1 節を参照してください。 

• / cmps / く Component N ame >/ map/expup 

このときの固有オプシヨンは以下のとおりです。 


表 4-12 'load /cmps/<Component Name>/map/expup ' の固有オプション 


I オプシ H 

牙ン 

説明 | 

-reboot 

アップデートの反映に os の再起動が必要となった場合に、再起動を行います。 


ナエ ツク： 

• ユーザ権限が"オペレータ"の場合、実行権限"更新パッケージの適用"が"有効"であ 
る必要があります。 


例 

'load / cmps / く Component Name >/ map / expup ' コマンドはく Component Name 〉 で指定されたコンポー 
ネントの更新があるモジュールを全て最新バージョンにアップデートします。 

-> load -reboot / cmps / ServerO 1 / map/expup 
COMMAND COMPLETED 

適用処理を受け付けました。適用の進渉の確認は、各モジュール要素への n show n コマンドから 
ExpUpStatus プロパティで確認してください。適用の結果の確認は、各モジュール要素への n show n 
コマンドから LatestApplyResult プロパティで確認してください。 

/ cmps / Server 01/ map / expup / mods/ n LxpressUpdate Agent " 


ヒント： 

• /ツフア^ ー ト中は 、 show / cmps/<Component Name >/ map / expup / mods / く Module Name 〉 

コマンドの ExpUpStatus プロパティ で進渉を確認できます。 


-> show / cmps / ServerOl / map / expup / mods/"ExpressUpdate Agent " 
ufip =/ cmps / Server 01/ map / expup / mods/ M ExpressUpdate Agent " 
ufit="ExpressUpdate Agent " 

Targets : 

uppkgs 

Properties : 

Module 二 ExpressUpdate Agent 
ExpUpStatus = UNDER 一 INSTALLATION (5%) 

Version =2.0 

Severity=HIGH 

Latest Apply Result =2011 10410 112:00:00 

~ 更新パッケージの適用が完了しました。 

(ExpressUpdate Agent : 1.0 ->2.0) 

Verbs : 

cd 

exit 

help 

show 

load 

delete 
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ヒント： 

• アップデ^ー ト完了後は 、 show / cmps/<Component Name >/ map / expup / mods / く Module 

Name 〉 、コマンドの LatestApplyResult プロパティで結果を確認できます〇 


Latest Apply Result =2011/04/0112:00:00 

^ 更新パッケージの適用が完了しました。 

_ (lixpressUpdate Agent : 2.0 -> 3.0) _ 


4.2.1.2コンポーネント ■ モジュールを指定して実行 

コンポーネントを指定して、特定のモジュールを最新の状態にアップデートする場合は以下の夕 
ーゲットに対して load コマンドを実行します。ターゲットの説明は 4.1.3. 1節を参照してください。 

• / cmps / く Component N ame >/ map / expup / mods/<Moduie rsame > 

このときの固有オプシヨンは以下のとおりです。 


表 4-13 *load /cmps/<Component Name>/maD/expup/mods/<Module Name > ! の固有オプション 


オプション 

説明 

-source 

適用を行う更新パッケージ UFiT 形式で指定します。指定は必須です。 

-/I -force 

最新以外の更新パッケージが適用できるようになります。 

-reboot 

アップデートの反映に OS の再起動が必要となった場合に、再起動を行います。 


チェック： 

• ユーザ権限が”オペレータ”の場合、実行権限”更新パッケージの適用’’が”有効”であ 
る必要があります。 


ヒント： 

• - source オプシヨンで指定できる更新パッケ^ージの UFiT は 、 show / cmps/<Component 

Name >/ map / expup / mods / く Module Name >/ uppkgs 、 コマンドで確認できます。 


例 

"load / cmps / く Component Name >/ map / expup / mods / く Module Name 〉、 コマンドはく Component Name 〉 で 
指定されたコンポーネントのく Module Name > で指定されたモジュールに対して、指定された更新パ 
ッケ 1 ージを適用します。下記の例では '' ExpressUpdate Agent " を'' 2.0" へアップデ^ー トします。 

-> load -force -source " 2 . 0 " / cmps / Server 01/ map / expup / mods/"Express Update Agent " 

COMMAND COMPLETED 

適用処理を受け付けました。適用の進渉の確認は、各モジュール要素への n show n コマンドから 
ExpUpStatus プロパティで確認してください。適用の結果の確認は、各モジュール要素への n show n 
コマンドから LatestApplyResult プロパティで確認してください。 

/ cmps / ServerO 1 / map / expup / mods/"ExpressUpdate Agent" 
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4.2.1.3 グループを指定して実行 

グループを指定して、グループに所属するコンポーネントの全てのモジュールを最新の状態にア 
ップデートする場合は以下のターゲットに対して load コマンドを実行します。ターゲットの説明は 
4.1.1.2 節を参照してください。 

• / grps / grpset / く Group Name>/expup 

このときの固有オプシヨンは以下のとおりです。 


表 4-14 'load /grps/grpset/<Group Name>/expup ' の固有オプション 


オプション 

説明 I 

-exclude 

アップデートの対象外とする コンポーネント . グループを指定します。 

詳細は 1.5.3 節を参照してください。 

-reooot 

アップデートの反映に OS の再起動が必要となった場合に、再起動を行います。 


テ エック： 

• ユーザ権限が"オペレータ"の場合、実行権限"更新パッケージの適用"が"有効"であ 
る必要があります。 


例 

'load / grps / grpset / く Group Name >/ expup 、 コマンドはく Group Name > で指定されたグループに所属す 
るコンポーネントのモジュールを全て最新バージョンにアップデートします。下記の例では” root " 
グループ内の" Server 02" 以外のコンポーネントが対象になります。 

-> load -exclude cmp = Server 02 / grps / grpset / root/expup 
COMMAND COMPLETED 

適用処理を受け付けました。適用の進渉の確認は、各モジュール要素への" show " コマンドから 
ExpUpStatus プロパティで確認してください。適用の結果の確認は、各モジュール要素への" show " 
コマンドから LatestApdvResuit プロパティで確認してください 0 
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4.2.1.4 グループ_モジュールを指定して実行 

グループを指定して、グループに所属するコンポーネントの全てのモジュールを最新の状態にア 
ップデートする場合は以下のターゲットに対して load コマンドを実行します。ターゲットの説明は 
4.1.3.2節を参照してください。 

• / grps / grpset / く Group Name >/ expup / mods / く Module Name 〉 

このときの固有オプシヨンは以下のとおりです。 


表 4-15’load/srps/srpset/ く Group Name>/expup/mods/ く Module Name>’ の固有オプション 


オプション 

説明 1 

-exclude 

アップデートの対象外とする コンポーネント . グループを指定します。 

詳細は 1.5.3 節を参照してください。 

-reboot 

アップデートの反映に OS の再起動が必要となった場合に、再起動を行います。 


チェック： 

• ユーザ権限が n オペレータ n の場合、実行権限 n 更新パッケージの適用'’が n 有効 n であ 

る必要があります。 


例 

"load / grps / grpset / く Group Name >/ expup / mods / く Module Name 〉、 コマンドはく Group Name 〉 で指定され 
たグル'ープに所属するコンポ 1 ーネントのく Module Name > で指定されたモジュ'ールを全て最新バ'ージ 

ョンにアップデートします。 _ 

-> load -exclude cmp = Server 02 / grps / grpset / root / expup / mods/ M ExpressUpdate Agent " 

COMMAND COMPLETED 

適用処理を受け付けました。適用の進渉の確認は、各モジュール要素への n show n コマンドから 
ExpUpStatus プロパティで確認してください。適用の結果の確認は、各モジュール要素への n show n 
コマンドから LatestApplyResult プロパティで確認してください。 

/ cmps / ServerO 1 / map / expup / mods/"ExpressUpdate Agent" 
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4.2.2 モジユールのインストール 

モジュールのインストールを行う場合は以下のターゲットに対して load コマンドを実行します。 
ターゲットの説明は 4.1.3. 1 節を参照してください。 

• /cmps/<Component N ame>/ map/expup/mods/<Moduie rsame> 

このときの固有オプシヨンは以下のとおりです。 


表 4-16 'load /cmps/<Component Name>/map/expup/mods/<Module Name >' の固有オプション 


オプション 

説明 1 

-source 

適用を行う更新パッケージ UFiT 形式で指定します。指定は必須です。 

-reboot 

インストールの反映に OS の再起動が必要となった場合に、再起動を行います。 


チェック： 

• ユーザ権限が"オペレータ"の場合、実行権限"更新パッケージの適用"が"有効"であ 
る必要があります。 


例 

'load /cmps/ く Component Name>/map/expup/mods/ く Module Name 〉、 コマンドはく Component Name 〉 で 

指定されたコンポーネントの 〈Module Name> で指定されたモジュールをインストールします。_ 

-> load -source " 4 . 4 . 1 " /cmps/Server01/map/expup/mods/"ESMPRO/ServerAgent Ver.4.4" 

COMMAND COMPLETED 

適用処理を受け付けました。適用の進渉の確認は、各モジュール要素への n show n コマンドから 
ExpUpStatus プロパティで確認してください。適用の結果の確認は、各モジュール要素への n show n 
コマンドから LatestApplyResult プロパティで確認してください。 


ヒント： 

• - source オプシヨンで指定できる更新パッケ^ージの UFiT は 、 show / cmps/<Component 

Name >/ map / expup / mods / く Module Name >/ uppkgs 、 コマンドで確認できます。 
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4.2.3 モジュールのアンインス I 'ール 

モジュールのアンインストールを行う場合は以下のターゲットに対して delete コマンドを実行し 
ます。ターゲットの説明は4.1.3.1節を参照してください。 

• /cmps/<Component N ame>/map/expup/mods/<Moduie rsame> 

このときの固有オプシヨンは以下のとおりです。 


表 4-17 'delete /cmps/<Component Name>/map/expup/mods/<Module Name 〉’ の固有オプション 


オプション 

説明 | 

-reboot 

インストールの反映に OS の再起動が必要となった場合に、再起動を行います。 


ナエツク： 

• ユーザ権限が"オペレータ”の場合、実行権限"更新パッケージの適用"が"有効"であ 
る必要があります。 


例 

'delete /cmps/ く Component Name>/map/expup/mods/ く Module Name 〉 コマンドく Component Name 〉 で 
指定されたコンポーネントのく Module Name> で指定されたソフトウェアをアンインストールします。 
-> load /cmps/ServerO 1 /map/expup/mods/ M Expresslj paate Agent" 

COMMAND COMPLETED 

アンインストール処理を受け付けました。アンインストールの進渉の確認は、モジュール要素への 
"show" コマンドから ExpUpStatus プロパティで確認してください。アンインストールの結果の確認 
は、 uninstalled 下のモジュール要素への’' show" コマンドから LatestApplyResult プロパティで確認し 
てください。 
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4.2.4 インストール.アップデート.アンインス I -ールのキャンセル 
4.2.4.1コンポーネントに対して実行する場合 

モジュールのイ ンス トール.アップデート. アン イ ンス トールのキャンセルを行う場合は以下の 
ターゲットに対して stop コマンドを実行します。ターゲットの説明は 4.1.1.1 節を参照してください。 

• / cmps / く Component N ame >/ map/expup 

このときの固有オプシヨンはありません。 


チェック： 

• ユーザ権限が"オペレータ”の場合、実行権限"更新パッケージの適用"が"有効"であ 
る必要があります。 


ヒント： 

• 既に実行を開始している処理のキャンセルは出来ません。実行待ちの処理に限りキ 

ヤンセルできます。 


例 

'stop / cmps / く Component Name >/ map / expup ' コマンドはく Component Name 〉 で指定されたコンポーネ 
ントの待機中のインストール.アップデート，アンインストール処理のキャンセルを実行します。 
コマンドの実行に成功した場合、キャンセルを行ったモジュールの一覧が表示されます。 

-> stop / cmps / ServerO 1 / map/expup 
COMMAND COMPLETED 

/ cmps/ServerO l / map / expup / mods/"ExpressUpdate Agent " 

更新処理のキャンセルを実行しました。 
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4.2.4.2グループを指定して実行する場合 

グループ全体に対してモジュールのインストール.アップデート.アンインストールのキャンセ 
ルを行う場合は以下の夕ーゲットに対して stop コマンドを実行します。ターゲットの説明は 4.1.1.2 節 
を参照してください。 

• / grps / grpset / く Group Name>/expup 

このときの固有オプシヨンはありません。 


ナ エック： 

• ユーザ権限が"オペレータ”の場合、実行権限"更新パッケージの適用"が"有効"であ 
る必要があります。 


ヒント： 

• 既に実行を開始している処理のキャンセルは出来ません。実行待ちの処理に限りキ 

ヤンセルできます。 


例 

'stop / grps / grpset / く Group Name >/ expup 、 コマンドはく Group Name > で指定されたグループに所属す 
るコンポーネントの待機中のインストール.アップデート.アンインストール処理のキャンセルを 
実行します。コマンドの実行に成功した場合、キャンセルを行ったコンポーネント.モジュールの 
一覧が表示されます。 

-> stop / grps / grpset / root/expup 
COMMAND COMPLETED 

/ cmps / Server 01/ map / expup / mods/"BMC ファームウェア ” 
/ cmps / Server 01/ map / expup / mods/ n ExpressUpdate Agent " 
/ cmps / Server 02/ map / expup / mods/ n ExpressUpdate Agent " 

更新処理のキャンセルを実行しました。 
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4.3 リポジトリ ■ 更新パッケージ管理 

4.3.1 リポジトリの設定 

リポジトリ設定は、以下のターゲットで確認できます。 

• /repository 

このターゲットのプロパティと固有のコマンドは以下のとおりです。 


表 4-18 '/repository' のプロパティー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

説明 

RepositoryLocation 

読み取り/ 

変更 

更新パッケージの格納先です。設定可能な 
値は次のとおりです。 

• LOCAL - 管理 PC のリポジトリを利用 
します。 

• REMOTE - リモートリポジトリ設定 
で設定したリモート側の管理 PC のリ 
ポジトリを利用します。 

UpdatePackageServerAddress 

読み取り 

更新パッケージ配布サーバのアドレスで 
す 。 

UpdatePkgLatestDownloaded 

読み取り 

更新パッケージ配布サーバに最後にアク 
セスした日時です。 

TotalSizeOfU pdatePackage 

読み取り 

更新パッケージ合計容量です。単位は MB 
です。 


表 4-19 '/repository' の固有コマンドー覧 


I コマンド 

説明 ) 

set 

リポジトリの設定を変更します。更新パッケージの格納先をローカル.リモー 
卜に設定できます。 

load 

リポジトリへ更新パッケージを追加したりダウンロードしたりします。 


例 

show コマンドを実行すると、リポジトリの情報を確認できます。 
この場合の表示例を以下に示します。 

-> show /repository 
ufip 二 / repository 
ufit=repositorv 
Targets : 
uppkgs 
localsetting 
remotesetting 
Properties : 

Repository Location 二 LOCAL 

UpdatePackageServerAddress = http :// expressupdate . express . nec . co . jp / 
UpdatePkgLatestDownloaded =2011/04/0112:00:00 
TotalSizeOfUpdatePackage =34.2 MB 
Verbs : 
cd 
exit 
help 
show 
load 
set 
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例 

set コマンドを実行すると、リポジトリの設定を変更できます。 

更新パッケージの格納先をローカルに設定する場合は、以下のコマンドを実行します。 

set /repository RepositorvLocation=LOCAL 


例 

更新パッケージの格納先をリモートに設定する場合は、リモートリポジトリが設定されている状 
態で以下のコマンドを実行します。 

set /repository RepositoryLocation=RLivIOTii _ 


チェック： 

• RepositoryLocation を REMOTE に設定する場合は、リモートリポジトリ設定を事前に 
行っておく必要があります。詳細は、4.3.1.2リモートリポジトリ設定を参照してく 
ださい。 

• ユーザ権限が"オペレータ”の場合、実行権限"環境設定の変更"が"有効"である必要 
があります。 
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4.3.1.1 ロー カルリポジトリ設定 

ローカルリポジトリ設定では、管理 PC のリポジトリを利用する場合の設定を表示したり変更し 
たりできます。ローカルリポジトリ設定は、以下のターゲットで確認できます。 

• / repository/localsetting 

このターゲットのプロパティと固有のコマンドは以下のとおりです。 


表 4-20 ’ /repository/localsetting’ のプロパティー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

説明 

RepositoryPasswora 

読み取り/変更 

リポジトリにアクセスするためのパスワードで 
す0表示時は “*****’’ で表示されます 〇 

Auto update 

読み取り/変更 

リポジトリの自動更新を有効にするか無効にする 
かの設定です。設定可能な値は次のとおりです。 

• INVALID -無効 

• VALID -有効 

Updatelnterval 

読み取り/変更 

リポジトリの更新間隔です。自動更新を有効にし 
た場合に表示されます。設定可能な値は次のとお 
りです。 

• DAILY - 毎日 

• EVERY_SUNDAY - 毎週日日翟日 

• EVERY_MONDAY - 毎週月曜日 

• EVERY_TUESDAY -毎週火曜日 

• EVERY_WEDNESDAY -毎週水曜日 

• EVERY_THURSDAY -毎週木曜日 

• EVERY_FRIDAY -毎週金曜日 

• EVERY_SATURDAY -毎週土曜日 

UpdateStartTime 

読み取り/変更 

リポジトリの更新時刻です。自動更新を有効にし 
た場合に表示されます。設定可能な範囲は次のと 
おりです。 

• 00:00 - 23:50 

時刻は10分単位で設定する必要があります。 

ProxyAddress 

読み取り/変更 

プロキシサーバの IP アドレスです。 

ProxyPort 

読み取り/変更 

プロキシサ 1 ー バに接続するためのポ'ート番号で 
す。 

Proxy User 

読み取り/変更 

プロキシサーバに接続するためのユーザ名です。 

Proxy Pas sword 

読み取り/変更 

プロキシサーバに接続するためのユーザのパスワ 
ードです。表示時は “*****’’ で表示されます。 


表 4-21 ’ /repository/localsetting’ の固有コマンドー覧 


|コマンド 

説明 I 

set 

ローカルリポジトリの設定を変更します。 
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例 

show コマンドを実行すると、ローカルリポジトリ設定の情報を確認できます。 
この場合の表示例を以下に示します。 

-> show / repositorv/localsetting 

ufip =/ repositorv/localsetung 

ufit=locaisetung 

Targets : 

Properties : 

RepositoryPassword :*** ** 

AutoUpdate=VALID 
UpdateInterval=EVERY 一 SATURDAY 
UpdateS tartTime =23:50 
Proxy Address =- 
ProxyPort =0 
ProxyUser =- 
ProxyPassword =- 
Verbs : 
cd 
exit 
help 
show 
set 


例 

set コマンドを実行すると、ローカルリポジトリ設定の1つまたは複数のプロパティを設定できま 
す。複数のプロパティを設定する場合は、プロパティの間をスペースで区切る必要があります。 

リポジトリの自動更新を有効に設定する場合は、以下のコマンドを実行します。 _ 

set / repository/localsetting AutoUpdate=VALID _ 


リポジトリの自動更新間隔を設定する場合は、以下のコマンドを実行します。 

set / repository/localsetting UpdateInterval=EVERY SATURDAY _ 


リポジトリの自動更新時刻を設定する場合は、以下のコマンドを実行します。 

set / repository/localsetting UpdateStartTime =23:50 _ 


プロキシサーバの ip アドレスとポート番号を同時に設定する場合は、以下のコマンドを実行しま 
^0 _ 

set / repository/localsetting Proxy Addres s =192.168.0.200 Proxy Port :8080_ 


チェック： 

• ユーザ権限が”オペレータ”の場合、実行権限環境設定の変更”が’’有効”である必要 
があります。 
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4.3.1.2 リ モー トリポジトリ設定 

リモートリポジトリ設定では、他の管理 PC にインストールされた ESMPRO/SM 上のリポジトリ 
を利用する場合の設定を表示したり変更したりできます。リモートリポジトリ設定は、以下のター 
ゲットで確認できます。 

• / repository/remotesetung 

このターゲットのプロパティと固有のコマンドは以下のとおりです。 


表 4-22 '/repository/remotesetting' のプロパティー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

|説明 

RemoteRepository Address 

読み取り/変更 

リモート側の管理 PC の OS IP アドレスです。 

RemoteRepositoryPort 

読み取り/変更 

リモート側の管理 PC の ESMPRO/SM に接続す 
るためのポート番号です。 

RemoteRepositoryPassword 

読み取り/変更 

リモート側のリポジトリへ接続するためのパス 
ワードです。リモート側の管理 PC で[リポジト 
リパスワード設定]で設定したパスワードを指 
定してください。表示時は“ **«*’’ で表示され 
ます。 


表 4-23 '/repository/remotesetting' の固有コマンドー覧 



マン 1 

ド 

説明 | 

set 

リモートリポジトリの設定を変更します。 


このときの固有オプシヨンは以下のとおりです。 


表 4-24 'delete /reDOSitory/uppkgs' の固有オプンヨン 


1オプシ; 

3ン 

説明 | 

-/I -force 

リモート側のリポジトリに接続できない場合でも強制設定を行う。 


例 

show コマンドを実行すると、リモートリポジトリ設定の情報を確認できます。 
この場合の表示例を以下に示します。 

-> show / repositorv/remotesetting 

ufip =/ repositorv/remotesetting 

ufit=remotesetting 

Targets : 

Properties : 

RemoteRepository Address : 192.1 68.0.100 
RemoteRepositoryPort =8080 
RemoteRepositoryPassword 二* * * * * 

Verbs : 

cd 

exit 

help 

show 

set 
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例 

set コマンドを実行すると、リモートリポジトリ設定の1つまたは複数のプロパティを設定できま 
す。複数のプロパティを設定する場合は、プロパティの間をスペースで区切る必要があります。 

更新パッケージの格納先をリモートに設定する場合は、 set コマンドで RemoteRepositoryAddress 、 
RemoteRepositoryPort、RemoteRepositorvPassword のプロ パティ値を入力します。 
set / repositorv/remotesetting RemoteRepositoryAddress =192.168.0.100 RemoteReDositoryPort =8080 
RemoteRepositoryPassword=password _ 

正しい値が設定された場合は、更新パッケージの格納先がリモートに変更されます。 


ナ エック： 

• 更新パッケージの格納先をリモートに設定する場合は 、 RemoteRepository Address 、 
RemoteRepositoryPort、RemoteRepositoryPassword のプロパテイ値を全て入力する必 

要があります。 

• ユーザ権限が"オペレータ”の場合、実行権限"環境設定の変更"が"有効"である必要 
があります。 


例 

ローカル側の管理 PC からリモート側の管理 PC に通信できない環境下で、事前に値を設定して 
おきたい場合は、強制設定を行うことで値の設定が可能になります。 

プロパティ値を強制的に設定する場合は、 -/orce オプションを指定してコマンドを実行します。 

set -force / repository/remotesetting RemoteRepositoryAddress =192.168.0.111_ 
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4.3.2 リポジトリへ更新パッケージを追加 

更新パッケージを更新パッケージ配布サーバからダウンロー ドしたり、リポジトリへ追加したり 
できます。以下のターゲットから実行できます。 

• /repository 

このターゲットの固有コマンドは以下のとおりです。 


表 4-25 '/repository ' の固有コマンドー覧 


マンド 説明 


load 更新パッケージを更新パッケージ配布サーバからダウンロードします。 

_ 更新パッケージをリポジトリへ追加します。 _ 

このときの固有オプションは以下のとおりです。 

表 4-26’delete/repository/uppkgs’ の固有オプション 


オプション 説明 


-wait 

更新パッケージのダウンロード処理が完了するまで監視を行う。 - source オプ 
ションが指定されずにダウンロー ドを実行する場合に限り有効。 

-source 

指定した更新パッケージをリポジトリへ追加する場合にファイルのパスを指 
定する。相対パス、絶対パスの両方で指定可能。 

-/I -force 

- source で指定された更新パッケ 1 ージがコンポーネントに必要でない場合でも 
リポジトリへ追加する。 - source オプションが指定された場合に限り有効。 


例 

更新パッケージをダウンロードする場合は、 load コマンドを実行します。 

-> load /repository 
COMMAND COMPLETED 

更新パッケージのダウンロードを開始しました。更新パッケージのダウンロードの終了の 
確認は、 repository への" show " コマンドから UpdatePkgLatestDownloded プロパテイで確認してく 
ださい。 、 


更新パッケージのダウンロード処理が開始され、入カプロンプトに戻ります。ダウンロードの終 
了の確認は、 show コマンドを実行し、 UpdatePkgLatestDownloded プロパティを確認してください 0 
最終更新日時がダウンロード終了時刻に更新されます。 _ 

UpdatePkgLatestDownloaded =20 11/04/0112:00:00 _ 


例 

更新パッケージのダウンロー ド処理が完了するまで監視を行う場合は、 load コマンドに-オプ 
シヨンを指定してコマンドを実行します。 

-> load -wait /repository 

更新パッケージのダウンロー ドを開始しました。 

監視を中断する場合は Ctrl + D を押してください。 


更新パッケージのダウンロードが終了しました。 Ctrl + D を押してください。 


更新パッケージのダウンロード処理が開始され、進埗状況が“…”で表示されます。ダウンロー 
ドが終了すると、終了メッセージが表示されます。終了メッセージが表示された後に “Ctrl + D ” を 
押して入カプロンプトに戻る必要があります。 
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例 

ダウンロード処理の途中で監視を中断する場合は、ダウンロード処理中に “Ctrl + D ” を押すと入 
カプロンプトに戻ることができます。 

-> load -wait /repository 

更新パッケージのダウンロー ドを開始しました。 

監視を中断する場合は Ctrl + D を押してください。 

監視処理が中断されました。更新パッケージのダウンロードの終了の確認は、 repository への 
" show " コマンドから UpdatePkgLatestDownloded プロパティで確認してください。 


例 

指定した更新パッケージをリポジトリへ追加する場合は、 - source オプションを追加して、更新 
パッケージファイルをパスつきで指定します。 _ f orce オプションを追加すると、管理対象コンポー 
ネントに必要でなレヽ更新パッケージを追加できます。 

-> load -source C :¥ temp ¥ package _ 63433537071 8834422 .zip /repository 
COMMAND COMPLETED 

更新パッケージの追加を実行しました。 

”システム BIOS Linux 3.0 20110217105807" 


4.3.3 リポジトリから更新パッケージを削除 
4.3.3.1更新パッケージの一括削除 

リポジトリから更新パッケージを削除できます。更新パッケージの一括削除は、以下のターゲッ 
卜から実行できます。 

• / repository/uppkgs 

このターゲットのプロパティと固有のコマンドは以下のとおりです。 


M 4-27 '/repository/uppkgs' の： 7 ロノヽアイ——覧 


1 プロパティ 1 

アクセス許可 

1 陶 I 

EntryCount 

読み取り 

リポジトリが管理している更新パッケー 
ジの数を表示します。 


表 4-28 '/reDOsitory/uppkgs ' の固有コマンドー覧 


I コマンド 

説明 1 

delete 

更新パッケージを一括削除します。リポジトリが管理している全ての更新パッ 
ケージが削除されます。他の ESMPRO / ServerManager で使用中の更新パッケー 
ジは削除されません。 


このときの固有オプシヨンは以下のとおりです。 


表 4-29 'delete /repository/uppkgs ' の固有オプション 


オプ シヨ 

ン 

説明 1 

-/I -force 

リポジトリが共有されていて、指定された更新パッケージが他のリポジトリか 
ら参照されている場合でも削除する。 


例 

delete コマンドを実行すると、更新パッケージを一括削除できます。 

-> delete / repository/uppkgs 
COMMAND COMPLETED 

"ExpressUpdate Agen し Linux —3.00—20 1103101 00740" を削除しました。 
"ExpressUpdateAgent Windows 3.00 20110302171440"を削除しました。 
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チェック： 

• ユーザ権限が"オペレータ”の場合、実行権限"環境設定の変更"が"有効"である必要 
があります。 


ヒント： 

• 強制削除を実行すると、他の ESMPRO/ServerManager で使用している更新パッケー 

ジでも削除できるようになります。 


4.3.3.2更新パッケージの個別削除 

更新パッケージを個別に削除する場合は、以下のターゲットから実行できます。 

• /repository/uppkgs/<uppkg name 〉 

このターゲットの固有コマンドは以下のとおりです。 


表 4-30'/repository/uppkgs/cuppkg name 〉' の固有コマンドー覧 


1 コマンド 

説明 1 

delete 

更新パッケージを削除します。 


このときの固有オプシヨンは以下のとおりです。 


表 4-31 'delete /repository/uppkgs/<uppkg name>' _ の固有オプンヨン 


オプ シヨ 

ン 

説明 I 

-/I -force 

リポジトリが共有されていて、指定された更新パッケージが他のリポジトリか 
ら参照されている場合でも削除する。 


例 

delete コマンドを実行すると、更新パッケージを削除できます。 

-> delete /uppkgs/"ExpressUpdate Agent_Linux_3 .00_20110310100740" 
COMMAND COMPLETED 

，， ExpressUpdateAgent_Linux_3.00_ 20110310100740 n を削除しました。 

管理構成の変更があったため、ルート要素に戻ります。 


ナエック： 

• ユーザ 権限が” オペレータ” の場合、実行権限”環境設定の変更”が”有効”である必要 
があります。 
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4.3.4 更新パッケージ情報の確認 
4.3.4.1更新パッケージの一覧情報 

更新パッケージの一覧情報は、以下のターゲットで確認できます。 

• /repository/uppkgs 


例 

show コマンドを実行すると、更新パッケージの一覧情報を確認できます。 

-> show /repositorv/uppkgs 

ufip=/repositorv/uppkgs 

utit=uppkgs 

Targets: 

"ExpressUpdate Agent_Linux_3.00_201 103101007 40" 

"ExpressUpdate Agent_Windows_3.00_20110302171 440" 

Properties: 

EntryCount=2 件 
Verbs: 
cd 
exit 
help 
show 
delete 
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4.3.4.2更新パッケージの個別情報 

更新パッケージ個別の情報は、以下のターゲットで確認できます。 

• / repository / uppkgs/<uppkg name 〉 

このターゲットのプロパティは以下のとおりです。固有のコマンドはありません。 


表 4-32 '/repository/uppkgs/<uppkgname >' のプロパティー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

説明 

Module 

読み取り 

モジュ ' ール名を表不します。 

Version 

読み取り 

モジュールのバージ ョ ンを表示します。 

Release 

読み取り 

モジュ'ールのリリ 1 ース日を表示します。 

Target 

読み取り 

対象 OS を表示します。 

Model 

読み取り 

対象モデル名を表示します。 

EstimatedTime 

読み取り 

アップデートにかかる見積もり時間を表 
示します。単位は秒です。 

InstallEstimatedTime 

読み取り 

インスト 1 ールをサボ'ートしているモジュ 
ールの場合、インストールにかかる見積も 
り時間を表示します。単位は秒です。 

UninstallEstimatedTime 

読み取り 

アンインスト' —ルをサボ'—卜しているモ 
ジュールの場合、アンインストールにかか 
る見積もり時間を表示します。単位は秒で 
す。 

Reboot 

読み取り 

モジュール適用後の再起動が必要かを表 
示します。 

• NECESSITY - 必要 

• UNNECESSITY -不要 

Severity 

読み取り 

モジュールの重要度を表示します。重要度 

は” HIGH ", " MEDIUM ", " LOW " の3段階で 

表示されます。 

ExpressUpaateSupported 

読み取り 

ExpressUpdate 機能による自動アップデー 
卜をサボ 1 ー トしているかを表示します。 

• SUPPORTED -サポート 

• UNSUPPORTED -未サポート 

Downgrades upported 

読み取り 

ダウングレードに対応しているかを表示 
します。 

• SUPPORTED - サポート 

• UNSUPPORTED - 未サポート 

MultipleModelSupported 

読み取り 

複数の対象モデルに対応しているかを表 
示します。 

• SUPPORTED - サポート 

• UNSUPPORTED - 未サポート 

OtherUsed 

読み取り 

モジュールを他の ESMPRO/SM が使用中 
かを表示します。 

• UNOCCUPIED - 未使用 

• DURINGJJSE - 使用中 
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例 

show コマンドを実行すると、更新パッケージの情報を確認できます。 

-> show /repository/uppkgs/"ExpressUpdate Agent_Windows_ 3.00_20110302171440 n 
ufip=/repository/uppkgs/ M ExpressUpdate Agent_Windows_ 3.00 _2011030217 1440" 
ufit= M ExpressUpdate Agent_Windows_ 3.00 _201 10302171440” 

Targets: 

readme 

Properties: 

Module=ExpressUpdate Agent 
Version=3.00 

Release=2011/03/02 17:14:40 
Target=Windows Server 2003 Enterprise Edition 
Windows Server 2003 Standard Edition 
Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition 
Windows Server 2003 R2 Standard Edition 
Model=Express 5800 /E120b-1 
Expres s5 800 /T120a-M 
EstimatedTime=60 秒 
InstallEstimatedTime=60 秒 
UninstallEstimatedTime=60 秒 
Reboot=UNNECESSITY 
Severity=- 

ExpressUpdateSupported=SUPPORTED 
Do wngradeSupported=UNSUPPORTED 
MultipleModelSupported=SUPPORTED 
OtherUsed=UNOCCUPIED 
Verbs: 
cd 
exit 
help 
show 
delete 
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4.3.4.3 Readme ファイルの情報 

更新パッケージの簡単な説明や注意書きなどが書かれている Readme ファイルを保存して、確認 
できます。更新パッケージの Readme ファイル情報は、以下のターゲットで確認できます。 

• /repository/uppkgs/<uppkg name>/readme 

このターゲットの固有コマンドは以下のとおりです。プロパティはありません。 


表 4-33 7repository/uppkgs/<uppkg name>/readme' の固有コマンドー覧 


コマンド 

説明 I 

dump 

更新パッケージの Readme ファイルを指定したディレクトリに保存します。 


このときの dump コマンドの固有オプシヨンは以下のとおりです。 


表 4-34 'dump /repository/uppk 2 s/<uppkg namo/readme* の固有オプション 


オプション 

説明 | 

-destination 

保存先のディレクトリを指定する。必須オプション。 

-/I -force 

保存先のディレクトリに同名のファイルが存在した場合に上書きする。 


ナエック： 

• 保存される Readme ファイル名は更新パッケージによって異なります。 Readme フ 
アイル名を指定して保存することはできません。 


例 

dump コマンドを入力1ると、 Readme ファ 1 ノレ旨疋し7こテイレクトリに保 7 子し盂す。 

-> dump -destination C:¥temp /repository/uppkgs/ M ExpressL)pdate 

Agent—Linux— 3.00 _ 2011031010074 O'Vreadme 
COMMAND COMPLETED 

C :¥temp¥readme ja.txt_ 


コマンドが成功すると、作成された Readme ファイルのパスが表示されます。 

C :¥ temp¥readme_j a. txt 
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第 5 章ログ管理 
5.1 ログ採取 

以下のログを採取できます。 

• ESMPRO/SM のアプリケーションログ 

• ExpressUpdate Agent の ログ 

5.1.1 アプリケーションログー覧 

ESMPRO/SM のアプリケーションログの一覧情報は、以下のターゲットで確認できます。 

• /logs 

このターゲットのプロパティと固有のコマンドは以下のとおりです。 


表 5-1'/logs' のプロパティー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

|説明 

Entrv し ount 

読み取り 

アプリケーションログ登録件数を表示しま 
す。 

MaxEntrvCount 

読み取り 

最大アプリケーションログ登録件数を表示 
します。 


表 5-2 '/logs' の固有コマンドー覧 


マンド 説明 


dump ESMPRO/SM のアプリケーシヨンログを指定のデイレクトリへ保存します。フ 

_ アイルは zip 形式で保存されます 0 _ 


表 5-3 '/logs' の固有オプション 
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例 

show コマンドを実行すると、 ESMPRO/SM のアプリケーシヨンログの一覧を確認できます。 
この場合の表示例を以下に示します。 

-> show /logs 
ufip=/logs 
ufit=logs 
Targets: 
logO 
logl 
log2 
log3 
log4 
log5 
log6 
log7 
log8 
log9 
log 10 

log74 

Properties: 

EntryCount=75 件 
MaxEntryCount=2000 件 
Verbs: 
cd 
exit 
help 
show 

— dump _ 


例 

dump コマンドを入力すると、アプリケーションログを指定したディレクトリに保存できます。 
- ふ s 如油 _ 〇 « オプションを追加し、保存するディレクトリのパスを指定します。 “C:¥temp ” に保存す 
る場合の表示例を以下に示します。 

-> dump -destination C:¥temp /logs 
COMMAND COMPLETED 

C :¥temp¥LOG. zip _ 


任意のファイル名を指定してアプリケーションログを保存する場合は、パスに zip ファイル名を 
指定してコマンドを実行します。 _ 

dump -destination し : ¥temp¥appucation Log.zip /logs_ 


保存先に同名のファイルが存在していてファイルを上書きしてもよい場合は、 -force オプション 
を追加してコマンドを実行します。 _ 

aump -destination C:¥temp¥application 一 log.zip -force /logs 
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5.1.2 アプリケーションログの確認 

ESMPRO/SM のアプリケーションログの情報は、以下のターゲットで確認できます。 

• /logs/<log> 

このターゲットのプロパティは以下のとおりです。固有のコマンドはありません。 


表 5-4 '/logs/<log>' のプロパティー覧 


プロパティ 

アクセス許可 

説明 

Type 

読み取り 

アプリケーシヨンログの種類を表示しま 
す。 

• INFORMATIOIN - 情報 

• WARMING - 警告 

• ERROR - 異常 

ComponentName 

読み取り 

コンポーネント名を表示します。 

IpAddress 

読み取り 

コンポーネントの OS の IP アドレスを表示 
します。 

Bmclp Address 

読み取り 

コンポーネントの BMC の IP アドレスを表 
示します。 

Date 

読み取り 

アプリケーションログが採取された日時を 
表示します。 

User 

読み取り 

操作したユーザ名を表示します。 

Contents 

読み取り 

アプリケーションログの内容を表示しま 
す 0 


例 

show コマンドを実行すると、 ESMPRO/SM のアプリケーシヨンログを確認できます。 
この場合の表示例を以下に示します。 

-> show /logs/log 10 
ufip=/logs/log 10 
ufit=logl0 
Targets: 

Properties: 

Type=INFORMATION 
ComponentName=ServerO1 
IpAddress=192.168.0.2 
BmcIpAddress= 192.168 .0.3 
Date=2011/03/30 15:19:07 
User=- 

Contents= コンポ 1 ーネントが追加されました。 

Verbs: 

cd 

exit 

help 

show 
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5.1.3 Expressllpdate Agent のログ 

指定されたコンポ ^ ーネントの ExpressUpdate Agent のログを取得できます 。 ExpressUpdate Agent の 
ログ情報は、以下のターゲットで確 ®^ できます。 

• /cmps/ く component name>/ map/agtlogs/expupagtlog 


重要： 

• く component name 〉 には 、 ExpressUpdate Agent 経由のアップデ'ートが有効であるコン 
ポーネントを指定してください。 

• ExpressUpdate Agent のログ採取には、コンポ 1 ーネントの ExpressUpdate Agent が起動 
している必要があります。 


このターゲットの固有コマンドは以下のとおりです。プロパティはありません。 

表 5-5 Vcmps/ く component name>/mai3/agtlo2s/expupagtlog’ のコマンドー覧 


マンド 説明 


dump テキスト形式の ExpressUpdate Agent のログー覧をまとめたフアイルを指定の 

_ L ディレクトリへ保存します。ファイルは zip 形式で保存されます。 _ 


表 5-6 7cmps/<component namo/maD/agtlogs/expupagtlog* の固有オプション 


-destination 


保存先のディレクトリやファイル名を指定する。絶対パス、相対パスの両方で 
指定可能。パスにディレクトリを指定した場合は、保存されるファイル名は " 
eualogX.zip" となる （ "X" は整数 ) 。必須オプション。 


-/I -force 


保存先のデイレクトリに同名のファイルが存在した場合に上書きする。 


例 

show コマンドを実行すると 、 ExpressUpdate Agent のログ要素の情報を確認できます。 
この場合の表示例を以下に示します。 

-> show /cmps/ServerOl/map/agtlogs/expupagtlog 
ufip=/cmps/ServerO1 /map/agtlogs/expupagtlog 
ufit=expupagtlog 
Targets: 

Properties: 

Verbs: 

cd 

exit 

help 

show 

— dump _ 
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例 

dump コマンドを実行すると、 ExpressUpdate Agent のログを指定したディレクトリに保存できま 
す。-み劝オプションを追加し、保存するディレクトリのパスを指定します。 “C:¥temp” に保 
存する場合の表示例を以下に示します。 

-> dump -destination C:¥temp /cmps/ServerO1 /map/agtlogs/expupagtlog 
COMMAND COMPLETED 
C :¥temp¥eualogl .zip 


任意のファイル名を指定して ExpressUpdate Agent のログを保存する場合は、パスに zip ファイル 
名を指定してコマンドを実行します。 

aump -destination し : ¥temp¥eualog.zip /cmps/ServerOl/map/agtlogs/expupagtlog _ 


保存先に同名のファイルが存在していてファイルを上書きしてもよい場合は、 -force オプション 

を追加してコマンドを実行します。 _ 

aump -destination し : ¥temp¥eualog.zip -force /cmps/ServerO1 /map/agtlogs/expupagtlog _ 
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第 6 章トラブルシューティング 

CLI を使用している際に何らかのエラーが発生してエラーメッセージが表示される場合がありま 
す。主なメッセージとそれに対する対処方法を以下に示します。 

6.1 エラ _ メッセ _ ジ 


表 6-1 エフーメッセージー覧 


エラーメツセージ 

対処方法 

ユーザ情報が正しくありません。 

ユーザ名とパスワードを確認して、再度入力してください。 

ESMPRO/ServerManager との通信 

に失敗しました。 

Windows の場合 

ESMPRO/ServerManager の サービス （“ ESMPRO/SM 
Common Component ”） が起動しているか確認してくださ 
い 0 

Linux の場合 

、ps aux 、 コマンドで下記のプロセスが実行中である事を 
確認してください。 

"/opt/nec/es_manager/i re/bin /1 ava com.nec.jp.dianascope.CoreServer" 
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第 7 章用語集 


表 7-1 用語一覧 


用語 

説明 

ESMPRO/SM 

ESMPRO/ServerManager 

CLI 

Command Line Interlace 

BMC 

Baseboard Management Controller 。 システムの状態や OS に依存 

することなく、システムのハードウェアの監視、通知を行う 
管理用コントローラ。 

DMTF 

Distributed Management Task i^orce 

企業やインターネットにおける IT 環境のシステム管理のため 
に標準を策定 • 保守するための標準化団体 

SMASH 

Systems Management Architecture ior Server Hardware 

サーバのベンダーや OS に依存することなくハードウェアの 
管理を実行可能とする標準規格。 DMTF により提唱されてい 

る。 

アドレス空間 

CLI で ESMPRO/ServerManager が管理する対象や提供する機能 
をパスの指定によって操作できる領域 

要素 

CLI アドレス空間を構成する ESMPRO/ServerManager が管理す 
る対象や提供する機能を示す項目 

UFiT 

User 卜 riendlv instance lag 

CLI アドレス空間内における一意のインスタンス名 

UFiP 

User 卜 nendlv instance Path 

“ 广または “¥” によって連結された UFiT による CLI アドレ 
ス空間内におけるインスタンスへの一意の経路 

コンポーネント 

ESMPRO/ServerManager が管理する対象 

ExpressLipaate 

管連対象コンポ 1 ーネントのファ ^ ームウェア.ソフトウェアの 
バージョン管理を行う機能。 ESMPRO/SM Ver5.1 以降で利用可 
能。 

ExpressLipaate Agent 

ExpressUpdate 機能を実現するためのソフトウェア。管理対象 
装置上にインストールされ、 ESMPRO/SM と通信を行う。 

モジュール 

ExpressUpdate で管理されるファームウェア.ソフトウェアの 
総称 

更新パッケージ 

管理対象コンポーネントのシステム BIOS や BMC ファームウ 
ェアなどのアップデート物件のこと。 

更新パッケージ配布サーバ 

NEC が提供する、更新パッケージを酉己布するサ 1 ーバ。リポジ 
トリがアクセスして更新パッケージをダウンロードする。 

リポジトリ 

更新パッケージを「更新パッケージ配布サーバ」からダウン 
ロー ドし、保持 . 管理するコンポーネント。 ESMPRO/SM Ver5.1 
以降で利用可能。 


62 





Revision History 

1.00 2011/05/11 新規作成 

1.01 2011 /10/13 誤記修正 

表紙変更 


ESMPRO/ServerManagerVer.5 コマンドラインインターフェース ユーザーズ ガイド 

ExpressUpdate 管理編 

_ © NEC Corporation 2011_ 


63 




